





Translation and Annotation of “The Sea Island
Mathematical Manual （海島算経）” Vol. 2
TAMURA Makoto and HARIKAE Toshio　
Abstract
   “The Sea Island Mathematical Manual” was written by Liu Hui （劉徽） as an appendix to “The 
Nine Chapters on the Mathematical Art （九章算術）.” The aim of our research is to provide 
a complete translation and annotation of it including annotations of Li Chunfeng （李淳風） 
from the viewpoint of our previous work on “The Nine Chapters on the Mathematical Art.” 
   This is the second article based on our research and results in which we studied the 
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［五］今有登山望樓、 樓在平地。 偃矩山上、 令句高六尺。 從句端斜望樓足、 入下股
一丈二尺。 又設重矩於上、 令其間相去三丈。 更從句端斜望樓足、 入上股一丈一尺
四寸。 又立小表於入股之會、 復從句端斜望樓岑端、 入小表八寸。 問樓高幾何。
答曰、 八丈。
術曰、 上・下股相減、 餘爲法。 置矩間、 以下股乘之、 如句高而一。 所得以入小表





















５ - １ 参照。
　　　 このとき算題［二］の左図より、図 ５ - １の斜線で示された ２つの長方形の面積は
等しい。すなわち NOPF＝ JKLM＝ze である。















































































































［六］今有東南望波口。 立兩表南北相去九丈、 以索薄地連之。 當北表之西卻行去表
六丈。 薄地遙望波口南岸、 入索北端四丈二寸。 以望北岸、 入前所望表裏一丈二尺。
又卻後行、 去表一十三丈五尺。 薄地遙望波口南岸、 與南表參合。 問、 波口廣幾何。
答曰、 一里二百步。
術曰、 以後去表乘入索、 如表相去而一。 所得以前去表減之、 餘以爲法。 復以前去






























































































［七］今有望淸淵。 淵下有白石。 偃矩岸上、 令句高三尺。 斜望水岸、 入下股四尺五
寸。 望白石、 入下股二尺四寸。 又設重矩於上、 其間相去四尺。 更從句端斜望水岸、
入上股四尺。 以望白石、 入上股二尺二寸。 問、 水深幾何。
答曰、 一丈二尺。
術曰、 置望水上・下股相減、 餘以乘望石上股爲上率。 又以望石上・下股相減、 餘以
乘望水上股爲下率。 兩率相減、 餘以乘矩間爲實。 以二差相乘爲法。 實如法而一、
得水深。




























































































































実とする。また、石・水 ２つで求めた差である ２と ５を互いに乗ずれば10が得られて、
これを法とする。実を法で割り、位を ２つ下げれば、これが水深 １丈 ２尺となる。
［八］今有登山望津。 津在山南。 偃矩山上、 令句高一丈二尺。 從句端斜望津南
岸、 入下股二丈三尺一寸。 又望津北岸、 入前望股裏一丈八寸。 更登高巖、 北卻行
二十二步、 上登五十一步、 偃矩山上。 更從句端斜望津南岸、 入上股二丈二尺。 問、
津廣幾何。
答曰、 二里一百二步。
術曰、 以句高乘下股、 如上股而一。 所得以句高減之、 餘爲法。 置北行、 以句高乘


























































　　　 　算題［二］の結果（右図）によって、図 ８ - １ の
斜線で示された ２つの長方形の面積は等しい。し
た が っ て（b’－b）z＝（b’＋d ’－b）（c1－c2）よ り 
 z＝ （b’＋d ’－b）（c1－c2）―b’－b  である。






　　　 　また図 ８ - ２ において、GG’を対角線とする長方形について考えると
　　　 （b＋f ）c3＝be がいえる。よって b＋f ＝ 
be










































































［九］今有登山臨邑、 邑在山南。 偃矩山上、 令句高三尺五寸。 令句端與邑東南隅及
東北隅參相直。 從句端遙望東北隅、 入下股一丈二尺。 又施橫句於入股之會、 從立
句端望西北隅、 入橫句五尺。 望東南隅、 入下股一丈八尺。 又設重矩於上、 令矩間
相去四丈。 更從立句端望東南隅、 入上股一丈七尺五寸。 問邑廣長各幾何。
答曰、 南北長一里一百步、 東西廣一里三十三步少半步。
術曰、 以句高乘東南隅入下股、 如上股而一。 所得減句高、 餘爲法。 以東北隅下股















































































図 ９ - １
大阪産業大学論集　人文・社会科学編　35
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ここで、観測線KAとFAについて算題［四］の結果を利用すると、図 ９ - ２中の太枠
で囲まれた ２つの長方形の面積は等しい。したがって FO×（c1－e）＝d×e が成り立
つ。一方、斜線で示された ３つの長方形の面積も等しい（左下＝左上＝右）ので、 













































上股の １丈 ７尺 ５寸入った所に見える。問う、邑の東西の幅と南北の長さはおのおの
どれほどか。
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